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第１７話「反対意見も言い方しだい」 

課題 反対意見が言えない 

ストラテジー 相手の意見を認めてから反対意見を言う 

効果 
・相手の意見への共感を示すことができる 

・反対意見を言うときに、相手を攻撃しているような印象を避けることができる 

 

＜課題＞ 

反対意見が言えない 

   

 過労で倒れてしまったスアンは、太田から、スアンが取り組んでいた秋の行楽キャンペーンの仕

事は他の人にお願いしてしばらく休んだ方がいいと言われました。それを聞いたスアンはとても

残念に思いましたが、太田にその仕事を続けたいという自分の思いを伝えることができません

でした。太田の決めたことに反対するようなことを言ったら、太田が気を悪くするかもしれない

と考えたからです。 

 

＜ストラテジー使用場面＞ 

 

太 田： 一度に新しいことを２つやるのは大変だし、今はホール

係に専念すべきじゃない？ 

スアン： たしかにそうかもしれませんが、私…どうしてもやって

みたいんです。企画を考える仕事。（中略）だからお願

いします。秋の行楽キャンペーン、やらせてください。 

太 田： そうね…。 

 

＜スアンが使ったストラテジー＞ 

相手の意見を認めてから反対意見を言う 

  

 スアンは、「たしかにそうかもしれませんが」と言ってから、太田の意見に対する反対意見を言い

ました。 
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＜どんなストラテジー？＞ 

 このストラテジーは、相手の意見に対する反対の意見を言うときに、まず相手の意見への共感を

示してから反対意見を言うストラテジーです。相手の意見に対する反論は、時に攻撃的に聞こえて

しまうことがありますが、「たしかにそうかもしれませんが」と言ってから反対意見を言うことで、

「あなたの意見は自分の意見とは違うが理解はできる」といった共感の態度を示すことができます。

何も言わずに反対意見を言うより、相手も自分への配慮を感じて、穏やかな気持ちで反対意見を受

け止められる可能性が高くなります。 

 

＜どうやって使う？＞ 

 使い方は難しくありません。相手の意見に対する反対意見を言う前に「たしかにそうかもしれませ

んが、」を付けるだけです。ただし、どのような言い方をしてもよいというわけではありません。相手

への配慮がよりよく伝わるように、自分なりに穏やかな言い方になるように心掛ける必要がありま

す。スアンの言い方を参考にしてみましょう。 

 同じようなストラテジーは『まるごと 日本のことばと文化 中級１ B1』でも取り上げられていま

す。 

 

Ａ： 何十巻もあるんでしょ？ ちょっと長いかもねえ。 

Ｂ： たしかに長いかもしれませんが、セリフが少ないからだいじょうぶですよ。 

『まるごと 日本のことばと文化 中級１ B1』（p.139）より 

 

この表現のように、相手の話の一部を引用すると、どの部分に対して反論しているのかがはっき

りします。 

 

＜もう一歩＞ 反対意見を言うのに「共感」が必要なのはなぜ？ 

 『まるごと 日本のことばと文化 中級１』で同じようなストラテジーが取り上げられていることを

紹介しましたが、ほかにも同じようなストラテジーを取り上げている日本語会話のテキストは少な

くありません。このことからも、相手への共感を示しつつ意見を言うことが大切だということがわか

ります。では、なぜ反対意見を言うときに「共感」が必要なのでしょうか。 

 有名な Brown & Levinson（1987）のポライトネス理論をもとに考えてみましょう。ポライトネ

ス理論では、人間にはみな、面子（めんつ、face）というものがあり、その一つに、自分の領域にむ

やみに踏み込まれたくないという欲求に基づく面子（ネガティブフェイス）があるとしています。李

（2001）は、反対意見の表明は、聞き手の意見や行動を規制するもので、Brown & Levinson

（1987）の言う、面子を脅かす発話行為で、対人関係の維持や破綻に大きく関わると予測されるも

のだ（p.20）と言っています。だからこそ、反対意見を直接言うのではなく、一旦共感を示すことで、

相手の面子を強く脅かさないように、配慮が必要なのでしょう。 

 話し合いの際に、自分の意見に対する反対意見を言われたり、逆に、他の人の意見に対して反対
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意見を言ったりすることをどの程度気にするかは、文化によっても、人によっても違いがあると思

います。ただ、今回のストラテジーが多くの日本語テキストに取り上げられていることから、日本語

の会話では、反対意見を言うことは配慮が必要なコミュニケーションの一つだと言えます。このよう

なコミュニケーションスタイルについて、他の人はどう考えるか聞いてみるのもおもしろいと思いま

す。 
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